　日本科学者会議（JSA）は、5月30日、31日の両日、日本大学歯学部2号館にて第40回定期大会を開催しました。
大会では、憲法問題特別研究委員会によるシンポジウムの連続開催や益川敏英氏を招いた九条科学者の会の4周年記念集会などへの積極的な協力、日本環境学会との共編で公刊した『環境事典』の普及、昨年11月に名古屋大学で開催された第17回総合学術研究集会「平和の創造と科学の役割」（30分科会、約160編の論文）をはじめとする各地での多彩なテーマの研究会やシンポジウムなどが紹介されました。
地方国立大学法人の多くの教員から、毎年1％の運営費交付金の削減と一部の大学に重点的に配分されている競争的研究資金によって、教育・研究が立ち行かなくなっていること、学外者が学長選考会議に加わることによって学内の意思を無視・軽視した非民主的な大学運営が行われている深刻な現状が報告されました。
無展望な大学院拡充政策に苦しむ大学院生からは、業績主義に追い立てられる状況で、JSAによる大学や専門分野を超えた研究交流が大きな励ましになっていることが生き生きと語られました。
大会では、議案書に加えて、平和問題、環境問題、大学問題に関する三つの決議と大会宣言が採択されました。
